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「失敗は成長のもと」                    校長   中山 剛敏 

                                      

 令和８年度がスタートしました。４月は新たな気持ちで多くのことにチャレンジできるチャンスだと思っています。 

 始業式では、ある靴屋の話をしました。靴屋の社長が、隣の国に行ってたくさん靴を売るよう販売員Aに指示をし

たが、その国では靴を履く習慣がなく、販売員Aは「靴を履く習慣のないこの国では、靴は売れるわけがない」とあ

きらめた。社長から同じ指示を受けた販売員Bは「靴を履く習慣のないこの国では、靴の素晴らしさを知れば、どん

どん売れて大儲けができる」と喜んだ、という話でした。起こっている現象は同じであっても、「無理だ」と捉える

か「チャンスだ」と捉えるかによって考えが変わり、行動が変わり、結果が変わる、ということを表しています。失

敗を恐れず、「まずやってみよう」と前向きにとらえてチャレンジしていく、そんな一年にしてほしいと思っていま

す。 

 華々しい活躍をしている芸能人やスポーツ選手などでも、私たちには見せない数えきれない失敗や苦い思いを経験

しているはずです。挑戦すればするほど、そこには失敗があり、その積み重ねが成長につながっていくのです。時に

は失敗を恐れて一歩を踏み出せなくなることもあるかもしれませんが、挑戦しないと得られない学びや成長があるの

です。自分自身をしっかりと見つめて自分でよく考えること、それに加え自身の努力だけではなく、他者との協力や

協働で自らを高めていってほしいと願っています。 

 本校の学校教育目標「豊かに拓く」には「考える人」「きたえる人」「根気強い人」「助け合う人」の４つが掲げられ

ています。上で述べたことについては、この学校教育目標につながっていると考えています。自分自身の、そして学

級、学年、学校全体の成長のため、様々なことにチャレンジしていくことを期待しています。 

 保護者の皆様、地域の皆様には、本校の子どもたちの成長を温かく見守っていただき、今後とも本校の教育活動に

ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 「決意のことば」                             新入生代表 西田 莉桜 

 

 暖かな春の日差しに包まれ、私たちは今日、この北陽中学校の入学式を迎えることができました。このような日を

迎えられたことへの感謝を込めて、これから始まる中学校生活への決意を、新入生代表としてお話しさせていただき

ます。 

小学校の六年間を終え、私達は新しい制服に身を包みました。上着に袖を通した時、中学生としての自覚と新しい

生活への期待で身の引き締まる思いがしました。 

これから始まる中学校生活では、教科ごとに先生が変わる授業や部活動など、小学校とは違う新しい挑戦がたくさ

ん待っています。私は特に、算数が好きなので、数学の授業でより深く学んでいくことが楽しみです。新しい環境に

飛び込むということは、期待に胸が膨らむ一方で、勉強と部活動の両立など、不安も少なくありません。しかし、北

陽中学校で出会う新しい仲間と手を取り合い、互いに切磋琢磨しながら、一つ一つの壁を乗り越えていきたいと思い

ます。 

私たちはこの三年間で、自分の行動に責任をもち、自ら考えて行動できる「自律した中学生」へと成長することを

誓います。失敗を恐れずに挑戦し、仲間と共に高め合うことで、北陽中学校の新しい歴史を築いていきたいと考えて

います。 

先生方、私たちはまだまだ未熟で、至らない点も多いかと思いますが、時には厳しく、時には温かくご指導くださ

いますよう、よろしくお願い申し上げます。 

    学校だより 
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<令和８年度教職員一覧>   校長  中山 剛敏（発寒中学校）  教頭  伊藤 雄一 
 第１学年 第２学年 第３学年 

組 氏 名（前任校） 教  科 氏 名（前任校） 教  科 氏 名（前任校） 教  科 

１ 
齊 藤  紘 子 

( 澄 川 中 学 校 ) 
英 語 嶋 﨑  良 順 技 術 渡 辺  伸 幸 保健体育 

２ 
水 野  和 晃 

( 大 学 卒 ) 
保健体育 

久 保  華 凜 

( 大 学 卒 ) 
理 科 柴 田  桃 江 国 語 

３ 清 水  康 雅 社 会 菅 沼  駿 介 数 学 内 田  圭 亮 国 語 

４ 阿 部  滉 平 保健体育 宮 川  慎 也 社 会 猪 川  雄 斗 理 科 

５ 
竹 内 友 里 絵 

（ 八 条 中 学 校 ） 
英 語 佐 々 木 絃 人 社 会 満 沢  啓 大  数 学 

６ 椿  椋 介 理 科 元 起  美 紀 国 語   

８ 田 山  祐 介 特別支援 佐 藤  萌 特別支援 佐 々 木 智 靖 特別支援 

副 

担 

任 

1･4 組  中村  保仁 数 学 
1 組    髙田  あみ 

    (八軒東中学校) 
保健体育 

1・5組       水島 佳緒里    

  ( 八 軒 中 学 校 )  
英 語 

2 組    大内  秀之 音 楽 2・5組      豊田  ゆき 美 術 2 組     髙山 美津恵        家 庭 

3･5 組  芦浦  琢也 理 科 
3･4組     山口  可奈 

(新琴似北中学校） 
英 語 3組      南葉   忠志 数 学 

6 組   小谷  仁夏 

     ( 大学卒 ) 
国 語 

6組          金子    俊次 

   (前田中学校) 
英 語 4組      保喜  紀人 社 会 

8 組   菅原  千恵       特別支援 8組        伊藤  百枝 特別支援 8組      菅原  千恵 特別支援 

＜ 養 護 教 諭 ＞ 中 村  芽 衣 子 ＜事務職員＞安齋  嘉美 ＜事務職員＞明石 亜由美 

＜ 用 務 員 ＞ 畑 谷   瑠 人 ＜ 栄 養 士 ＞ 岡 林  智 奈 ＜校務助手＞小松  裕子 

＜ＡＬＴ＞ リヴァイ・フォルコム ＜スクールカウンセラー＞ 和田 未来 ＜介助アシスタント＞ 赤澤 清志 

＜相談支援パートナー 兼 学びのサポーター＞ 

 中山 紀久子   豊富 真由美   関川 正美   松原 由枝   廣田  淳   相馬 有美 

＜日直代行員＞ 川端 勝善   北山 雄久 ＜学校司書＞ 髙橋 純子 

 

☆お知らせ～転送電話設定（時間外アナウンス）について  

平日は 18:30～翌朝 7:30まで、土日祝日は終日、転送電話設定となります。この取組に係る問い合わせ

は、札幌市教育委員会教職員課労務係（211-3853）にお願いします。 

 

◎各会費・賛同金について 

    ＰＴＡやＰＴ共済会、中体連、中文連、教護 

協会など各団体への加入、賛同は任意になって 

おります。徴収金のシステム上、全て加入・賛 

同した金額が引き落としになっていますので、 

加入を見送る方や賛同いただけない場合は、お 

手数ですが学校（011-726-4248）までご連絡く 

ださい。 

 

令和７年度の例 

ＰＴＡ会費 年間1,325円 
 ・・・ＰＴＡ活動や卒業記念品などに使用 
ＰＴＡ共済金 生徒460円 家庭140円 
 ・・・けがなどの際にお見舞金が申請できます

（スポーツ振興センターとは異なります） 
中体連 225円（一世帯） 
 ・・・中体連の各種大会などの運営費用 
中文連 70円（一世帯） 
 ・・・中文連の主催事業(発表会)等の運営費用 
教護協会40円（一世帯） 
 ・・・市内・地域の見回りや子どもの安全に関わ 

る活動費用 
 


